
中央区将来ビジョンのあらまし中央区将来ビジョンのあらまし
めざすべき将来像 まちづくりの方針 主な施策 成果目標

１ 内外から人が集い、にぎわっているまち １ 内外から人が集う、さらなるにぎわいの創出

商店会や企業等と連携・協働して中央区の持つ商店街の魅力や歴史
的・文化的資源等の情報を発信することにより、内外からより多くの
人が集い持続的に区全体がにぎわうまちづくりを進めます。

 中央区の魅力情報の発信
 まちの魅力アップの促進
 環境づくりの推進

にぎわいが区全体に創出されていると
思う区民の割合
➡ 30年度数値の20％増

２ 人と人の絆、ふれあいを大切にする
コミュニティが育まれているまち

２ 地域のふれあい、絆づくりの推進

住み慣れた地域で人と人とがつながり合い、支え合う豊かなコミュニ
ティが育まれ、また、生涯学習を通じて学びのコミュニティが形成さ
れ、地域への愛着や誇りが高まるとともに、人権啓発の取組を通じて、
互いの違いを認め合い、多様性が尊重されるまちづくりに取り組みま
す。

（１）地域コミュニティの育成支援
 区民の地域活動への参加・参画の促進
 地域活動への支援
 多様な主体による連携・協働の促進

身近な地域でのつながりに関して肯定
的に考える区民の割合
➡ 40％以上を維持

（２）まちとひとをつなぐ学びのコミュニティの醸成
 生涯学習を通じた学びのコミュニティづくり
 シビックプライドの醸成

生涯学習の取組への区民の参加・交流
が進み、まちへの関心・愛着も深まっ
ていると思う生涯学習推進員の割合
➡ 65％以上

（３）多様性を尊重する環境づくり
 地域に根差した人権啓発の推進
 多文化共生に向けた環境づくり

多様性が尊重されるまちになっている
と思う人権啓発推進員の割合
➡ 65％以上

３ 安全・安心・快適に暮らせるまち ３ 安全・安心で快適に暮らせるまちづくりの推進

市民・商店会・企業等と行政・関係機関との連携・協働により、防
災・防犯等まちの安全性を高めるとともに、快適に暮らせる生活環境
を創出します。さらに、地域との連携・協働や医療・介護の連携によ
り、高齢者や障がい者など支援を必要とする方々が、自分らしく安心
して暮らせるまちづくりに取り組みます。

（１）防災力の向上
 自助・共助の取組促進
 区の災害対策機能の強化

避難所開設運営訓練を継続実施した
地域 ➡ 25地域を維持
自助・共助が重要であると認識してい
る割合 ➡ 70％以上を維持

（２）防犯等まちの安全対策の推進
 地域・関係機関と連携した対策の推進
 交通安全対策の推進

防犯意識の向上が、街頭における犯罪
の発生抑止につながっていると思う区
民の割合 ➡ 80％以上を維持

（３）快適な環境づくりの促進
 緑化・美化・ごみ減量等取組の促進
 放置自転車対策の推進

美しく快適な環境づくりが進んでいる
と思う区民の割合
➡ 70％以上を維持

（４）地域福祉の推進
 見守りネットワークの強化
 総合的な相談・支援体制の充実
 認知症施策の推進
 在宅医療・介護の連携推進
 介護予防・健康づくりの推進

高齢者・障がい者等が安心して暮らし
続けることができると思う区民の割合
➡ 75％以上を維持

４ 子育てや子どもたちの学びが適切に
応援されているまち

４ 子育て支援・子どもの学び支援の推進

安心して子育てできる環境が整備されるとともに、学校園の実情や地
域の特性をふまえ、子どもの学びと健全な成長が適切に応援されてい
るまちづくりに取り組みます。

（１）子育て環境の整備
 地域ぐるみの子育て支援
 多様な保育ニーズへの対応
 乳幼児の健全な発育に向けた育児支援

子育てが地域の人に（社会で）支えら
れていると思う保護者の割合
➡ 75％以上を維持 等

（２）子どもの学びと健全な成長の支援
 分権型教育行政の推進
 教育環境の充実支援
 青少年の健全育成

教育内容がより充実したと思う区内
小・中学校長の割合
➡ 70％以上を維持

５ 区民から信頼される区役所づくり

区民の区政への参加促進、さらなる区民サービスの向上、効率的な行
財政運営の推進を図るなど、区の特性に応じた区政運営を総合的に展
開し、区民から信頼される区役所づくりを推進します。

（１）区民の区政への参加促進
 区政情報の効果的発信、区民の声、地域ニーズ
の的確な把握等

（２）さらなる区民サービスの向上
 総合窓口機能の充実、行政サービスの利便性・
満足度の向上等

（３）効率的な行財政運営の推進
 業務効率化、ＰＤＣＡサイクルの推進等

「区役所来庁者等に対するサービス
の格付け結果」（市民局調査）
➡ ☆☆以上を維持 等


